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横浜市内で捕獲されたアブラコウモリ

小林峯 生

Notes on Japanese Pipistella Piρistrellus abramus Found in Yokohama 

Mineo KOBAYASHI 

コウモリ類の採集は地上棲小ufll乳類のトラ ップを使

用して採集する場合と異なり，空中を生活の場として

し、るのでなかなな困難である。洞窟内に棲んでいる種

類を除いては落ちているものを偶然に拾うか，ネコが

くわえてきたものを捕えるなどして，採集記録として

L、る場合が多い。そんなわけでト県下におけるコウモリ

類の棲息調査は全く進んでいないといっても過言では

ない。わが国に棲息が知られているコウモリ類は約25

極であるが， 県下に棲息が確認されている種は下記の

ように8種で，その他に楼恵、は確認されていないが，

浜口・一寸木（1985）によ って報告されたオヒキコウ

モリがある。

キグガシラコウモリ Rhinolophusferrumeguinum, 

モモジロコウモリ Myotismacrodactyllus, アブラコ

ウモ ＇） Pipistrellus abr仰向us, モリアブラコウモリ

Pψistrellus endoi，ウサギコウモリ Plecotusaurtius, 

ユピナガコウモリ Minio1うterusschreibersi，テングコ

ウモリ Murinalecogaster, コテングコウモリ Ma-

γも抗aauγata句

ここに報告するアブラコウモリ Pゆistrellusabra 

musは，1985年9）~ 15日に横浜市西区南浅間町の横浜

油脂工業株式会社構内で得たものである。前々から横

浜市神奈川区菊名｜！日付近にコウモリが飛均していると

いうことを耳にしていたが，1985年7月に博物館への

電話による11,¥1＼、合せにより中区．横浜公園にも飛均して

し、ることを知るとともに， 8月になって馬車道通りで

も飛矧しているコウモリを目懲した。

その時期に横浜油脂工業から，構内でコウモリの糞

らしいものがあるので見てくれという求めに応じて行

ったところ，たしかにコウモリの糞であることを知っ

た。その時には種名は判定することができなかった。

9月15日にもち込まれた小形のコウモリを調べたとこ

ろ，アブラコウモリPψistrellusabrainusと同定する

ことができた。

アプラコウモリは日本，台湾， 中国，朝鮮などに分

布し，わが国では本州，四国，九州，奄美大島，南西

諸島なとから知られている。県下では古くから農村地

帯の木造家屋を棲み家にしていることが知られている

が，市街地での報告はない。どうして最近になって績

浜市の中心街に，アプラコウモリが飛均するようにな

ったのか，その理由はわからないが，ここに今回入手

したアブラコウモリの外部測定値をあげて，横浜市か

らの記録として報告する。

前腕32.Ornm，頭胴45.0:run，尾34.0皿，下腿12.Ornm, 

足（爪とも） 7. 2mm，耳12.O;nm，耳珠（後縁）6. Ornm。

菊名町や横浜公園， 馬車道通り などに飛矧するコワ

モリも恐らくアブラコウモリであろう。今後の調査に

期待するものである。

おわりにあたり，調査の機会をあたえてくださった

横浜油脂工業株式会社瀬々倉康夫氏に心から感謝する

次第である。
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アブラコウモリの採集地点（1)および目撃地点（2〕，〔3〕。

医12 南浅間町で採集されたアプラコウモリ
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